


























インスチトゥト　エドゥカーレＪＴ　事務局 増 田　久 江
「サマーキャンプ」報告
都宮大学の在日外国人生徒の日本での生活に対す
る上で実際に経験した社会的苦労や困難話等を拝
聴した時に同じ思いが頭を過ったと思います。両親
に振り回され自分自身の立つ位置が見い出せていな
い子供達に大いに参考となったと思います。
以上３点を申し述べましたが、震災後に「絆」と
言う言葉がよく使われ、日本人の心が問われておりま
すが、在日ブラジル人も同様なことが言えます。日本
社会で生活していくための知識や経験を更に充実し
ていくために必要な「人との繋がりや心の育成」、今
回の合宿では、計り知れない学びの２日間であったと
確信しております。
グローバル化した日本社会における、在日外国人
児童生徒に対する社会的取り組みが如何に重要で
あるか痛感しております。私共も、社会秩序に子供
達をどのような手法で溶け込ませて行くべきか模索し
ながら教育活動に従事しております。そして、今回
の経験で児童生徒が日本で生活していく上での大き
な礎となったことは間違いなく、有意義な研修であっ
たと自負しております。
今後とも、外国人児童生徒支援のための本事業
の継続を尚一層希望いたします。
最後に、今回のプロジェクトの宇都宮大学関係者
一同様の今後益々のご発展と皆様方のご健康を祈
念致しまして筆を下ろさせて頂きます。
「ムイント　オブリガ ダー」
